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「
広
報
ひ
の
」に

（広告）

詳
細
は
市
長
公
室
広
報
担
当
へ
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広
告
を
掲
載

ししししししししししししししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままままままままままままままま
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し
ま
せ
ん
か

お知らせなど
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隅
田
川
の
下
流
、
佃
島
の
対
岸
に

そ
び
え
る
高
層
ビ
ル
聖
路
加
ガ
ー
デ

ン
の
あ
る
辺
り
は
、
か
つ
て
鉄
炮
洲

と
呼
ば
れ
、
鳥
取
藩
の
支
藩
西
館
の

池
田
家
上
屋
敷
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

安
永
２
年
（
１
７
７
３
）、
こ
こ
の

当
主
と
な
っ
た
の
は
、
旗
本
池
田
半

蔵
政
勝
の
次
男
で
、
そ
の
聡
明
さ
を

見
込
ま
れ
わ
ず
か
７
歳
で
養
子
と
な

っ
た
池
田
冠
山
（
松
平 
縫
殿
頭 
定

ぬ
い
ど
の
の
か
み

常
）
で
し
た
。
冠
山
は
子
ど
も
の
頃

か
ら
地
誌
や
歴
史
に
興
味
を
い
だ

き
、
後
に
好
学
の
大
名
と
し
て
知
ら

れ
、
江
戸
城
内
で
の
詰
所
が
同
じ
柳

間
で
あ
る
大
名
、
毛
利 
高  
標 
・
市
橋

た
か 
す
え

長
昭
と
と
も
に
柳
間
詰
の
三
学
者
と

称
せ
ら
れ
た
ほ
ど
で
し
た
。

　

冠
山
は
、
享

和
元
年
（
１
８

０
１
）　

歳
で

３５

家
督
を
長
子
定

興
に
譲
り
自
由

の
身
と
な
る

と
、
江
戸
の
町

を
廻
り
、
ま
た

種
々
の
文
献
を

集
め
て
地
誌
『
武
蔵
名
所
考
』
を
完

成
さ
せ
、
こ
れ
は
後
に
編
さ
ん
さ
れ

る
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
の
基
礎

に
な
っ
た
も
の
で
、
多
摩
地
域
で
は

八
王
子
千
人
同
心
の
植
田 
孟  
縉 （『
武

も
う 
し
ん

蔵
名
勝
図
会
』
の
著
者
）
や
塩
野
適

斎
（『
桑
都
日
記
』
の
著
者
）
な
ど
が

こ
の
編
さ
ん
に
携
わ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
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冠
山
は
八
男
一
六
女
と
い
う
多
く

の
子
ど
も
に
恵
ま
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
末
娘
は
冠
山
が　

歳
の
と
き
側
室

５１

お
た
え
の
方
と
の
間
に
生
ま
れ
た
大

変
愛
ら
し
い
露
姫
と
い
う
姫
君
で
し

た
。
冠
山
は
こ
の
露
姫
を
大
変
可
愛

が
り
、
淺
草
寺
な
ど
馴
染
み
の
寺
院

に
行
く
時
に
は
よ
く
一
緒
に
つ
れ
て

い
っ
た
も
の
で
し
た
。
ま
た
、
当
時

流
行
し
た
「
カ
ン
カ
ン
踊
り
」
を
踊

る
露
姫
の
愛
ら
し
い
姿
が
、
冠
山
の

手
紙
の
中
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
文
政
５
年
（
１
８
２
２
）

　

月　

日
、
露
姫
は
突
然
疱
瘡
の
た

１１

２７

め
わ
ず
か
６
歳
で
亡
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
悲
し
み
に
く
れ
る
冠
山
の

耳
に
届
い
た
の
は
、「
ほ
ど
く
ぼ
小

僧
」
と
呼
ば
れ
る
中
野
村
（
八
王
子

市
）
の
勝
五
郎
の
生
ま
れ
変
わ
り
の

話
で
し
た
。
冠
山
は
遠
い
道
の
り
も

厭
わ
ず
中
野
村
の
勝
五
郎
を
訪
ね
、

祖
母
つ
や
か
ら
一
部
始
終
を
聞
い

て
、
こ
の
話
を
『
勝
五
郎
再
生
前
生

話
』
と
い
う
一
冊
の
本
に
ま
と
め
ま

し
た
。
こ
の
冊
子
は
冠
山
の
親
し
い

友
人
が
読
み
回
し
た
り
、
写
し
取
っ

た
り
し
た
た
め
、
や
が
て
勝
五
郎
の

話
は
、
中
野
村
を
知
行
す
る
旗
本
多

門
伝
八
郎
や
国
学
者
平
田 
篤  
胤 
な
ど

あ
つ 
た
ね

多
く
の
人
々
の
知
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
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露
姫
が
亡
く
な
っ
て
１
カ
月
ほ
ど

た
ち
、
遺
品
を
整
理
し
て
い
る
と
、

中
か
ら
何
通
か
の
書
付
が
見
つ
か
り

ま
し
た
。
そ
こ
に
は
す
で
に
死
を
悟

っ
た
周
り
の
人
々
へ
の
惜
別
の
歌
や

言
葉
が
認
め
て
あ
り
ま
し
た
。
冠
山

宛
に
は
「
お
い
と
た
か
ら　

こ
し
ゅ

（
ご
酒
）
あ
が
る
な　

つ
ゆ
が
お
ね

か
い
申
ま
す　

め
て
た
く
か
し
く　

お
と
う
さ
ま　

ま
つ
た
い
ら
つ
ゆ　

上
あ
け
る
つ
ゆ
」
と
冠
山
の
体
を
気

遣
う
言
葉
が
残
さ
れ
、
冠
山
は
こ
れ

を
読
ん
だ
後
は
、
二
度
と
酒
を
口
に

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

や
が
て
冠
山
は
こ
れ
ら
の
筆
跡
を

そ
の
ま
ま
刷
物
に
し
、「
浄
観
院
殿

玉
露
如
泡
大
童
女
」
と
い
う
露
姫
の

戒
名
を
添
え
て
全
国
の
寺
院
や
友
人

に
配
る
と
と
も
に
、
露
姫
へ
の
追
悼

の
詩
歌
や
書
画
を
求
め
ま
し
た
。
冠

山
の
元
へ
は
松
平
定
信
・
林
大
学
頭
・

瀧
沢
馬
琴
・
谷
文
晁
な
ど
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
人
々
の
他
に
、
池
田
家
に

出
入
り
す
る
職
人
や
商
人
な
ど
１
千

　

点
あ
ま
り
の
追
悼
が
寄
せ
ら
れ
ま

６００し
た
。
冠
山
は
こ
れ
ら
を
追
悼
集
と

し
て　

巻
の
巻
物
に
仕
立
て
、
生
前

３０

露
姫
が
よ
く
参
詣
に
訪
れ
た
淺
草
寺

に
納
め
ま
し
た
。
淺
草
寺
に
は
現
在

も　

巻
の
追
悼
集
と
露
姫
の
木
彫
像

２９
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
郷
土
資
料
館　

鈴
木
淳
世
）
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▲『玉露童女行状』より露姫肖像　
鳥取県立図書館所蔵
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市
民
に
選
ば
れ
、
信
頼
さ
れ
る
病

院
を
目
指
す
た
め
、
次
の
項
目
を
検

討
し
、
改
革
プ
ラ
ン
と
し
ま
し
た
。

�
病
院
運
営
の
基
本
方
針

�
財
政
支
援
の
た
め
の
一
般
会
計
負

担
の
考
え
方

�
経
営
改
善
の
具
体
的
措
置
（
医
師

お
よ
び
看
護
師
の
人
材
確
保
、
医

療
職
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ

る
体
制
の
構
築
、
市
民
の
健
康
を

守
る
（
仮
称
）
健
康
増
進
セ
ン
タ

ー
の
併
設
な
ど
）

�
病
院
の
再
編
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

の
検
討
、
経
営
形
態
の
見
直
し

�
収
支
計
画
、
経
営
目
標
お
よ
び
目

標
数
値
（
平
成　

年
度
現
金
ベ
ー

２１

ス
で
の
黒
字
化
、
平
成　

年
度
経

２２

常
収
支
の
黒
字
化
、
病
院
お
よ
び

診
療
科
別
の
目
標
数
値
の
設
定
）

�
点
検
・
評
価
、進
行
管
理
（
庁
内
委

員
会
お
よ
び
市
民
委
員
会
の
設
置
）

�
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
ま
す

�
地
域
医
療
連
携
の
推
進
・
拡
充

�
二
次
救
急
体
制
の
確
立

�
小
児
科
の
チ
ー
ム
医
療
に
よ
る
体

制
の
構
築

�
（
仮
称
）
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
の

併
設

�
市
立
病
院
を
支
援
す
る
市
民
の
自

発
的
な
応
援
団
の
発
足

�
慶
応
義
塾
大
学
医
学
部
の
関
連
病

院
と
し
て
、
同
大
学
医
学
部
を
中
心

に
、
医
師
の
確
保
を
左
表
の
よ
う
に

計
画
し
ま
す

�
経
営
指
標
お
よ
び
目
標
数
値

　

経
営
改
善
の
状
況
を
検
証
し
つ

つ
、地
方
公
営
企
業
法
の
全
部
適
用
、

地
方
独
立
行
政
法
人
化
、
指
定
管
理

者
制
度
の
導
入
な
ど
に
つ
い
て
、
平

成　

年
度
か
ら
準
備
検
討
し
、
平
成

２１

　

年
度
ま
で
に
必
要
な
措
置
を
図
り

２４ま
す
。

　

市
立
病
院
で
は
、
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
の
役

割
の
充
実
と
持
続
的
な
経
営
健
全
化
を
図
る
た
め
、

平
成　

年
度
を
初
年
度
と
す
る
５
カ
年
の
日
野
市
立

２０

病
院
改
革
プ
ラ
ン
（
経
営
健
全
化
計
画
）
を
策
定
し

ま
し
た
。

　

こ
の
改
革
プ
ラ
ン
は
、
現
在
の
健
全
化
計
画
を
見

直
し
、
平
成　

年　

月
に
総
務
省
が
策
定
し
た
「
公

１９

１２

立
病
院
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
踏
ま
え
、
改
革
の
項
目
、

目
標
数
値
な
ど
を
取
り
込
ん
だ
も
の
で
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
具
体
的
措
置

を
実
施
し
、
そ
の
点
検
、
評
価
、
見
直
し
な
ど
、
適

切
な
進
行
管
理
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
プ
ラ
ン
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
な
お
、
こ
の
プ
ラ
ン
は
市
立
病
院
３
階
総
務

課
、
市
内
各
図
書
館
、
市
立
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。　
（
市
立
病
院
�　

・
２
６
７
７
）

５８１

改
革
プ
ラ
ン
の
概
要

１１１１１１１１１１１１１１１１１

病
院
運
営
の
基
本
方
針

と
主
要
な
取
り
組
み

２２２２２２２２２２２２２２２２２

経
営
形
態
の
見
直
し

４４４４４４４４４４４４４４４４４

医
師
確
保
の
方
針
と
目

標
数
値

３３３３３３３３３３３３３３３３３①医師確保計画　　　　　　　　　　　　　　　　　（人）
２４年度２３年度２２年度２１年度平成２０年度
５２５２５１５０３９医師確保数

②経営指標および目標数値　　　　　　　　　　　　（％）
公立病院
改革プラン
目標数値
（２２年度）

　

年
度

２４
　

年
度

２３
　

年
度

２２
　

年
度

２１
　

年
度

２０平
成　

　　　　　年　度

指標内容　　　　　

９９．１１０３．０１０１．３１００．５９８．４９２．４経常収支比率
９３．３９７．３９５．６９４．９９２．８８７．２医業収支比率
５３．６３９．４３９．８３９．７４０．６４２．９給与費対医業収益比率
２８．８２５．７２６．５２７．１２７．７２８．０材料費対医業収益比率
８１．１８８．４８５．９８４．０８１．５７１．３病床利用率


